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Pollen calendar for Huddinge (Sweden) 
1977-1981 
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めたものである。花粉数の計測には.カバノキ属，イネ、

科およびマツ属の.花粉が対象とされた。結果は種々統計

的処理がなされているが，気象条件と花粉飛散量の関係

は，花粉を出す植物自体の条件も変異性に豊むので，す

っきりしたよい結果は出されなかった。

(3) Nilsson， S. & Palmberg-Gotthard， J. 1%3. 
Pollen calendar for Huddinge ( Sweden)， lQ77-

lQ81. Grana 21 183 -185. 

乙の研究は，ストックホルムから約10km南に位置する

フディンゲ(Huddinge )の地上25mの所にパーカード

捕集器を設置して， lCJ7 7年から81年迄の 5年間空中花粉

を観測した結果の報告である。第10図に示されでいるよ

うに，ご〈普通に出現するハンノキ属，ハシバミ属，ヤ

ナギ属，ニレ属，ハコヤナギ属，カバノキ属， トネリコ

属，イネ科，コナラ属，マツ属，イラクサ属およびヨモ

ギ属と12の分類群が対象になった。

図 10.フディンゲの花粉カレンダー 1977 -1981. 
ハンノキ属(Alnus)，ハシバミ属 (Corylus)，ヤ
ナギ属 (Salix)，二レ属 (Ulmus)，ハコヤナギ属
(Populus)，カバノキ属 (Betula)， トネリコ属
(F raxinus)，イネ科(Poaceae)，コナラ属
(Quercus)，マツ属 (Pinus)，イラクサ属 (Urtica) 
およびヨモギ属(Artemisia)とごく普通な12分類
群が対象。スケールは10日聞を単位としての花
粉数を示す。表には10日間の 1日平均の花粉数
が10ni'の空気に対し 1個以上の花粉φ存在が少
くても 2年間続いたものを記録した.
(Nilsson & Palmberg-Gotthard 1鉛3)
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乙'>K紹介した 3論文共に，花粉のサンプリングは数

年にわたってなされている。それは，単年度のサンプリ

ンク'で、は花粉数のバラツキが非常に多れからである。現

在ヨーロッパでの空中花粉研究は，単に花粉数や，どの

分類群の花粉であるかと言う調査に加えて，その地域の

気象条件や植物相との比較，主らにそのような総合的調

査を可成り離れたいくつかの地域で行なって，結果を比

較検討する段階に来ている。




